
る
風
土
が
あ
る
」と
仰
い
ま
す
。私
は
、信
ず
る
風
土
も
大
切
な
こ
と
で
ご
ざ
い

ま
す
が「
感
ず
る
」。心
で
感
じ
取
っ
て
行
く
、見
え
な
い
け
れ
ど
も
感
じ
取
っ

て
行
く
。「
何
事
の
お
わ
し
ま
す
か
は
知
ら
ね
ど
も
、た
だ
忝
さ
に
涙
こ
ぼ
る

る
」と
い
う
西
行
法
師
の
歌
を
思
い
出
さ
さ
れ
ま
す
。「
感
じ
る
」と
い
う
こ
と

は
、実
に
大
切
な
事
だ
と
。我
々
日
本
人
の
宗
教
観
と
い
う
も
の
は
神
も
仏
も

宗
教
観
と
し
て
し
っ
か
り
と
私
達
の
心
の
中
に
宿
っ
て
い
る
。こ
れ
を
喚
起
す

る
こ
と
が
、私
達
の
大
き
な
仕
事
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
よ
う
に
常
々
思
っ

て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
日
は
、六
十
五
周
年
に
私
の
よ
う
な
拙
い
話
を
長
時
間
ご
清
聴
賜
り
ま

し
た
こ
と
を
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、こ
れ
で
終
わ
り
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。お
お
き
に
。

講

師

紹

介

音

羽

山

清

水

寺

貫

主

　
森

 

清

範

か
ん

　す

も
り

　

 

　せ
い

　は
ん

全
国
清
水
寺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
代
表

洛
陽
三
十
三
所
観
音
霊
場
会
会
長

文
人
連
盟
会
長

社
会
福
祉
法
人
衆
善
会
名
誉
顧
問

希
望
大
国
い
わ
て
文
化
大
使

岩
手
県
奥
州
市
文
化
大
使

東
北
震
災
支
援
﹃
縁
﹄
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
顧
問

略

　歴
　昭
和
十
五
年

　七
月
八
日

　清
水
に
生
る

　昭
和
三
十
年

　四
月

　
　
　清
水
寺
貫
主

　大
西
良
慶
和
上
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　得
度

　入
寺

　昭
和
三
十
八
年
三
月

　
　
　花
園
大
学
卒
業

　真
福
寺
住
職

　昭
和
六
十
三
年
四
月

　
　
　清
水
寺
貫
主

　北
法
相
宗
管
長
就
任

　平
成
二
十
四
年

　
　
　
　
　宝
性
院
住
職

著

　書
　﹁
心
を
活
か
す
﹂
﹁
心
に
花
を
咲
か
そ
う
﹂
﹁
一
口
説
法

　心
を
練
る
﹂

　﹁
心
を
掴
む
﹂
﹁
心
で
観
る
﹂
﹁
心
に
響
く
﹂
D
V
D

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
以
上

　講
談
社
︶

　﹁
人
の
こ
こ
ろ
観
音
の
心
﹂
﹁
命
こ
そ
仏
さ
ま
﹂

　﹁
見
え
る
命

　見
え
な
い
い
の
ち
﹂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
︶

　﹁
一
文
字
説
法

　観
音
の
こ
こ
ろ
﹂
︵
佼
成
出
版
社
︶

　﹁
清
水
寺
ま
ん
だ
ら
﹂
︵
春
秋
社
︶

　﹁
水
は
知
的
生
命
体
で
あ
る
﹂
︵
風
雲
舎

　共
著
︶

　﹁
こ
こ
ろ
の
水
﹂
﹁
こ
こ
ろ
の
幸
﹂
︵
角
川
マ
ガ
ジ
ン
ズ
︶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　他
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当
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
が
リ
ー

ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
於
い
て
平
成
二

十
九
年
二
月
二
十
三
日
の
佳
日
に
京
都
府
神

社
庁
田
中
恆
清
庁
長
を
始
め
、神
社
庁
関
係

団
体
、協
賛
業
者
、当
会
歴
代
会
長
、府
内
関

係
神
社
、Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
、ま
た
神
道
青
年
全
国

協
議
会
長
友
安
隆
会
長
を
始
め
全
国
か
ら
神

道
青
年
全
国
協
議
会
役
員
、各
単
位
会
代
表

を
ご
来
賓
に
お
迎
え
し
、二
百
十
余
名（
当
会

会
員
七
十
三
名
）が
参
加
の
下
、開
催
さ
れ
た
。

　

松
大
路
和
弘
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
に

始
ま
り
、会
長
式
辞
で
は
櫻
井
宣
人
会
長
よ
り
お
力ち

か
ら

添
え
を
頂
い
て
い
る
関
係

各
位
に
感
謝
の
意
が
伝
え
ら
れ
た
後
、こ
の
度
の
テ
ー
マ
で
あ
る『
交
』〜
つ
む
ぐ

こ
こ
ろ
〜
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
織
り
交

ぜ
な
が
ら
今
後
一
層
積
極
的
な
活
動
に
取

り
組
む
決
意
が
申
し
述
べ
ら
れ
、中
川
正

盛
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
長
よ
り
記
念
事
業
報
告
が
な
さ
れ
た

後
、田
中
庁
長
、長
友
会
長
、中
小
路
宗
隆

当
会
第
十
三
代
会
長
よ
り
夫
々
、当
会
、

そ
し
て
青
年
神
職
に
対
し
て
期
待
の
込
め
ら

れ
た
熱
い
熱
い
ご
祝
辞
を
賜
っ
た
。会
歌
合
唱

の
後
、京
都
府
神
社
庁
林
秀
俊
副
庁
長（
当
会

第
二
十
二
代
会
長
）先
導
に
よ
り
聖
寿
万
歳

が
行
わ
れ
、最
後
は
中
田
諭
副
会
長
に
よ
る

閉
会
の
辞
に
て
式
典
は
終
了
と
な
っ
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、清
水
寺
貫
主
・
森
清
範
先

生
を
講
師
に
お
迎
え
し『
見
え
る
命 

見
え
な
い

い
の
ち
』と
題
し
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

先
生
に
は
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
を
基
に

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
ご
講
演
を
賜
り
、会
場
は
時
折
、笑
い
声
が
溢
れ
盛
り
上
が
り

を
み
せ
て
い
た
。

　

講
演
会
終
了
後
は
同
ホ
テ
ル
朱
雀
の
間
に
会
場
を
移
し
て
祝
宴
が
執
り
行

わ
れ
、六
人
部
是
充
副
会
長
に
よ
る
開
宴
の

辞
、京
都
府
神
社
庁
田
中
安
比
呂
副
庁
長

の
乾
杯
の
ご
発
声
に
よ
り
始
め
ら
れ
、終
始

和
や
か
に
祝
宴
は
進
行
し
、宴
も
酣
の
頃
、

二
宮
正
幸
当
会
第
二
十
四
代
会
長
の
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
挨
拶
と
弥
栄
三
唱
が
な
さ

れ
た
後
、岩
田
康
彦
監
事
に
よ
る
閉
宴
の
辞

に
よ
り
盛
況
の
内
に
納
め
ら
れ
た
。

　

な
お
記
念
式
典
当
日
の
朝
、櫻
井
会
長
始

め
役
員
、六
十
五
周
年
事
業
実
行
委
員
併
せ

て
二
十
二
名
が
京
都
府
神
道
青
年
会
創
立

 
創
立
六
十
五
周
年
記
念
式
典
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の
地
で
あ
る
平
安
神
宮
に
て
記
念
奉
告
参
拝

（
正
式
参
拝
）に
参
列
し
た
。

　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
二
日
午
後
七
時
よ
り
、多
数
の
歴
代
会
長
の
先

輩
方
ご
臨
席
の
も
と
、リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
に
お
い
て
歴
代
会
長
会

が
開
催
さ
れ
た
。こ
の
歴
代
会
長
会
は
五
年
ご
と
の
周
年
の
記
念
式
典
前
日
に

開
催
す
る
習
わ
し
と
な
っ
て
お
り
今
回
も
恒
例
に
よ
り
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

先
ず
岩
田
監
事（
前
会
長
）の
開
会
の
辞
、櫻
井
会
長
挨
拶
に
続
き
、中
川
実

行
委
員
長
よ
り
記
念
事
業
計
画
の
報
告
が
な
さ
れ
、次
に
当
会
第
十
七
代
会
長

黒
木
治
夫
先
輩
に
よ
る
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
し
た
。

　

創
立
六
十
五
周
年
の
節
目
に
、当
会
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
歴
代
会
長
の
先
輩

方
か
ら
現
役
時
代
の
様
々
な
素
晴
ら
し
く
楽
し
い
活
動
や
神
道
青
年
会
に
対

す
る
熱
い
思
い
等
を
直
接
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、や
は
り
そ
の
裏
側
に
は

並
々
な
ら
ぬ
ご
尽
力
と
決
断
を
要
さ
れ
た
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。参
加
し
た

執
行
部
一
同
、当
会
を
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
こ
ら
れ
た
歴
代
会
長
の
先
輩
方

の
思
い
を
受
け
継
ぎ
、当
会
の
益
々
の
発
展
の
た
め
に
思
い
を
新
た
に
す
る
大

変
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。　　
　
　
　

   （
北
野
天
満
宮　

松
大
路　

和
弘
）

歴
代
会
長
会

後
列
右
よ
り

　
第
三
十
五
代

　
櫻
井

　
宣
人  （
現
会
長
）

　
第
二
十
七
代

　
飯
田

　
延
生

　
先
輩

　
第
二
十
八
代

　
藤
森

　
長
正

　
先
輩

　
第
三
十
三
代

　
田
中

　
朋
清

　
先
輩

　
第
三
十
一
代

　
本
郷

　
貴
弘

　
先
輩

　
第
三  

十  

代
　
中
野

　
忠
雄

　
先
輩

　
第
三
十
二
代

　
稲
本

　
高
続

　
先
輩

　
第
三
十
四
代

　
岩
田

　
康
彦  （
現
監
事
）

前
列
右
よ
り

　
第
二
十
九
代

　
堀
川

　
宏
史

　
先
輩

　
第
二
十
四
代

　
二
宮

　
正
幸

　
先
輩

　
第 

十 

九 

代
　
生
嶌

　
經
和

　
先
輩

　
第 

十 

六 

代
　
中
田

　
幹
男

　
先
輩

　
第 

十 

三 

代
　
中
小
路
宗
隆

　
先
輩

　
第 

十 

四 

代
　
出
雲
路
敬
直

　
先
輩

　
第 

十 

七 

代
　
黒
木

　
治
夫

　
先
輩

　
第
二
十
六
代

　
梶

　
　
道
嗣

　
先
輩

　
第
二
十
三
代

　
𠮷
田

　
武
雄

　
先
輩

　
第
二
十
五
代

　
進
藤

　
秀
保

　
先
輩

＊
第
二
十
一
代

　
橘

　
重
十
九

　
先
輩

＊
第
二
十
二
代

　
林 

　
秀

　
俊

　
先
輩

　
　
両
先
輩
に
も
ご
出
席
頂
き
ま
し
た
が
、
ご
多
用
の
為
、
写
真
撮
影
が
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
第
十
四
代

　
出
雲
路

　
敬
直

　
先
輩
に
は
平
成
二
十
九
年
四
月
十
六
日
に
帰
幽
さ
れ
ま
し
た
。
茲
に
謹
ん 

　
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。
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平
成
二
十
八
年
度
臨
時
総
会
の
後
、「
祇
園
円
山
か
が
り
火
」に
於
い
て
恒
例

の
Ｏ
Ｂ
懇
親
会
を
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
拡
大
し
た「
Ｏ
Ｂ
大

懇
親
会
」が
会
員
六
十
一
名
、Ｏ
Ｂ
二
十
四
名
参
加
の
下
、組
織
委
員
会
・
親
睦

委
員
会
共
催
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。今
回
は
記
念
事
業
と
し
て
京
都
府
外

に
転
出
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
や
元
会
員
も
対
象
に
ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
岡
山

県
か
ら
秋
山
政
徳
先
輩（
元
・
石
清
水
八
幡
宮
）に
も
駆
け
付
け
て
頂
い
た
。

　

懇
親
会
は
、松
大
路
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
に
始
ま
り
、櫻
井
会
長
挨
拶
、

同
日
行
わ
れ
た
臨
時
総
会
に
お
い
て
次
期
会
長
に
選
出
さ
れ
た
六
人
部
副
会

長
挨
拶
の
後
、Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
紹
介
と
続
き
、乾
杯
で
は
小
栗
栖
元
德
先
輩
に
よ

る
和
や
か
な
挨
拶
を
賜
わ
り
会
場
は
一
層
笑
顔
が
溢
れ
て
い
た
。

　

始
め
の
う
ち
は
、Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
、会
員
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
場
所
で
奉
務
神
社

の
近
況
、青
年
会
で
の
思
い
出
話
に
華
を
咲
か

せ
る
姿
が
見
ら
れ
た
が
、親
睦
委
員
会
に
よ
る

清
興（
目
隠
し
物
あ
て
ク
イ
ズ
）が
始
ま
る
と

Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
・
会
員
混
合
の
四
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ

れ
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
正
解
を
導
く
姿
が

み
ら
れ
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
、会
場
一
帯
と

な
っ
て
懇
親
を
深
め
て
い
た
。

　

清
興
後
も
、Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
と
会
員
は
膝
を

突
き
合
わ
せ
、奉
務
神
社
の
近
況
等
を
お
酒
等

で
喉
を
潤
し
つ
つ
語
り
合
い
、さ
ら
に
一
層
懇

親
を
深
め
る
時
間
を
過
ご
し
た
。宴
も
酣
の
頃
、

Ｏ
Ｂ
諸
先
輩
一
人
ひ
と
り
か
ら
挨
拶
を
賜
り
、

神
道
青
年
会
や
会
員
に
対
す
る
叱
咤
激
励
の

お
言
葉
に
会
員
に
と
っ
て
は
今
後
の
活
動
や
奉

務
神
社
で
の
奉
仕
に
大
変
意
義
深
い
も
の
と

な
っ
た
。閉
会
の
辞
で
は
六
人
部
副
会
長
が
務

め
、六
人
部
節（
調
）に
て
抱
負
を
述
べ
ら
れ
た

後
、恒
例
と
な
っ
た
六
人
部
締
め
を
も
っ
て
大

盛
況
の
内
に
納
め
ら
れ
た
。　

（
大
将
軍
八
神
社　

生
嶌　

紀
之
）

　

平
成
二
十
九
年
三
月
七
日
～
十
日
の
四
日
間
、渉
外
委
員
会
の
主
催
に
て
京

都
府
神
道
青
年
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業「
皇
居
勤
労
奉
仕
」が
開
催
さ

れ
、十
五
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。今
回
、京
都
府
神
道
青
年
会
と
し
て
は

六
十
周
年
記
念
事
業
以
来
、五
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、ほ
と
ん
ど
の

会
員
が
初
め
て
の
参
加
で
あ
り
、皆
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
初
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

皇
居
に
於
い
て
私
た
ち
の
集
会
所
で
あ
り
ま
し
た「
窓そ

う
め
い
か
ん

明
館
」で
初
日
集
っ
た

奉
仕
団
は
前
日
か
ら
の
奉
仕
団
含
め
十
三
組
で
凡
そ
三
百
七
十
名
。部
屋
を
埋

め
尽
く
す
程
の
人
に
驚
き
、ま
た
、京
都
府
神
道
青
年
会
の
紹
介
が
な
さ
れ
た

際
、会
場
が
少
し
ど
よ
め
い
た
こ
と
で
、神
社
界
に
対
す
る
世
間
の
関
心
の
高
さ

が
伺
え
、尚
一
層
、背
筋
が
伸
び
る
思
い
で
し
た
。

O
B
大
懇
親
会

O
B
大
懇
親
会

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

　皇
居
勤
労
奉
仕
参
加
報
告
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勤
労
奉
仕
団
と
し
て
の
一
日
は
毎
朝
八
時

半
頃
よ
り
待
機
所
か
ら
列
を
組
み
、宮
内
庁

職
員
の
ご
案
内
を
頂
き
な
が
ら
皇
居
内
を
移

動
。昼
食
時
間
を
挟
み
午
前
午
後
と
各
一
時

間
三
十
分
程
の
ご
奉
仕
で
し
た
。

　

初
日
は
今
上
陛
下
が
ご
公
務
の
合
間
に
研

究
の
場
と
し
て
使
用
さ
れ
る「
生
物
学
研
究

所
」周
辺
の
御
水
田
清
掃
、御ご

そ
う
え
ん

桑
園
で
の
草
引

き
並
び
に
肥
料
撒
き
で
し
た
。御
水
田
は
皇

居
に
於
い
て
一
カ
所
で
、毎
年
今
上
陛
下
が
お

手
植
え
を
さ
れ
、実
っ
た
稲
穂
は
宮
中
三
殿
へ

の
御
供
物
に
な
る
そ
う
で
す
。御
桑
園
は
、皇
后
陛
下
の
御
養
蚕
に
用
い
る
桑
と

な
り
ま
す
。自
然
豊
か
な
環
境
の
中
、田
舎
育
ち
の
私
と
し
て
は
恐
れ
な
が
ら

も
何
か
懐
か
し
い
気
持
ち
で
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

移
動
の
際
に
は
、宮
中
三
殿
の
外
周
を
進
み
、正
門
前
に
て
各
団
長
先
導
で

拝
礼
。奉
務
神
社
で
は
毎
年
春
季
・
秋
季
と
皇
霊
祭
の
時
に
遥
拝
式
を
ご
奉
仕

し
て
お
り
ま
す
が
、驚
く
程
、近
く
で
お
参
り
さ
せ
て
頂
け
る
こ
と
が
身
に
余
る

思
い
で
し
た
。

　

二
日
目
は
宮
殿
を
ご
案
内
頂
き
ま
し
た
。一
般
参
賀
の
場
所
と
し
て
、テ
レ
ビ

を
通
し
て
拝
見
し
て
い
た
宮
殿
は
予
想
以
上
に
大
き
く
、石
、お
庭
の
植
物
、

隅
々
に
至
る
ま
で
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。前
日
に
、同
じ
く
西
地
区
に
あ
る

大お
お
み
ち
て
い
え
ん

道
庭
園
で
樹
齢
三
八
〇
年
も
の「
根
上
り
五
葉
松
」や
徳
川
家
光
公
が
愛
で

た
と
い
わ
れ
る
樹
齢
五
〇
〇
年
の
五
葉
松
等
数
々
の
盆
栽
を
拝
見
し
た
折
に
、

そ
の
様
な
盆
栽
が
八
人
が
か
り
で
宮
殿
へ
運
ば
れ
る
と
の
こ
と
で
、改
め
て
規
模

の
大
き
さ
に
感
心
し
た
の
は
勿
論
の
こ
と
、主
要
儀
式
を
行
う
に
相
応
し
い
設

え
に
勤
労
奉
仕
団
か
ら
は
感
嘆
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。そ
の
日
は
宮
殿

の
長
和
殿
前
広
場
で
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。少
し
の
塵
も
残
さ
ぬ
よ
う
心
掛

け
、清
掃
奉
仕
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
赤
坂
御
用
地
で
の
ご
奉
仕
で
し
た
。園
遊
会
の
行
わ
れ
る
庭
園
を

背
景
に
写
真
撮
影
を
し
た
の
ち
、そ
こ
か
ら
程
近
い
大
池
、中
ノ
島
に
て
キ
ク
科

の
ツ
ワ
ブ
キ
と
い
う
植
物
を
植
樹
並
び
に
水
や
り
を
す
る
作
業
を
致
し
ま
し
た
。

着
重
ね
て
い
た
上
着
を
脱
ぎ
、程
よ
い
汗
を
か
き
な
が
ら
作
業
に
没
頭
致
し
ま

し
た
。赤
坂
御
用
地
内
の
梅
園
で
は
梅
花
が
咲
き
誇
り
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ

て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ま
し
た
。

　

四
日
目
は
皇
居
内
東
御
苑
の
ご
案
内
を
頂
き
、晴
天
の
下
、旧
本
丸
地
区
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。江
戸
城
の
天
守
閣
は
明
暦
三
年（
一
六
七
五
）の
大
火

（
振
り
袖
火
事
）に
よ
っ
て
残
念
な
が
ら
消
失
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
土
台
と
な

る
見
事
な
石
垣
が
在
り
し
日
の
姿
を
想
像
さ

せ
ま
し
た
。

　

こ
の
期
間
中
、三
日
目
に
は
東
宮
御
所
・
楢

の
間
に
て
皇
太
子
殿
下
よ
り
、四
日
目
に
は

皇
居
・
蓮
池
参
集
所
に
て
天
皇
皇
后
両
陛
下

よ
り
御
会
釈
を
賜
り
、我
々
青
年
神
職
へ
の

期
待
の
御
言
葉
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。（
要
旨

後
載
）

　

四
日
間
の
ご
奉
仕
を
通
し
て
、皇
居
内
各

所
の
拝
観
や
清
掃
な
ど
、他
で
は
出
来
な
い

貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
頂
く
と
同
時
に
、皇
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室
に
関
す
る
見
識
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。幸
い
に
し
て
晴
天
に

恵
ま
れ
た
中
で
季
節
の
移
ろ
い
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
勤
労
奉
仕
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
こ
と
は
一
生
の
思
い
出
で
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、今
回
の
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
各

奉
務
神
社
の
宮
司
様
を
は
じ
め
職
員
の
皆
様
、奉
仕
期
間
中
た
い
へ
ん
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
宮
内
庁
職
員
の
皆
様
に
、こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
賀
茂
別
雷
神
社　

晴
山　

昇
）

　
天
皇
陛
下
・
皇
后
陛
下
御
会
釈 

要
旨

 （
平
成
二
十
九
年
三
月
十
日
十
五
時
三
十
分
～
四
十
分　

於 

蓮
池
参
集
所
）

　

天
皇
陛
下『
ご
苦
労
様
で
す
。』

　

皇
后
陛
下『
あ
り
が
と
う
。』

　

櫻
井
会
長「
京
都
府
、京
都
府
神
道
青
年
会
、十
四
名
で
参
り
ま
し
た
。」

　

天
皇
陛
下『
ど
ち
ら
の
神
社
か
ら
お
越
し
で
す
か
？
』

　

櫻
井
会
長「
京
都
府
下
十
一
社
か
ら
参
り
ま
し
た
。」

  　

天
皇
陛
下『
あ
な
た
は
ど
ち
ら
の
神
社
に
お
勤
め
で
す
か
？
』

　

櫻
井
会
長「
京
都
府
八
幡
市
に
ご
ざ
い
ま
す
、石
清
水
八
幡
宮
で
す
。」

　

天
皇
陛
下『
石
清
水
八
幡
宮
は
高
地
に
あ
り
ま
す
ね
？
』

　

櫻
井
会
長「
標
高
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
の
上
に
あ
り
ま
す
。」  

　

天
皇
陛
下
、皇
后
陛
下
の
方
を
お
向
き
に
な
ら
れ
、

　

天
皇
陛
下『
私
た
ち
も
昔
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。』

　

皇
后
陛
下
、軽
く
う
な
ず
か
れ
る
。

　

櫻
井
会
長「
平
成
九
年
に
御
親
拝
頂
い
て
お
り
ま
す
。」

　

天
皇
陛
下『
毎
日
山
の
上
ま
で
登
ら
れ
て
奉
仕
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
？
』

　

櫻
井
会
長「
は
い
。毎
朝
山
の
上
ま
で
登
っ
て
奉
仕
し
て
お
り
ま
す
。」

　

天
皇
陛
下『
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し
頂
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。』

　

皇
后
陛
下『
あ
り
が
と
う
。』

　　

櫻
井
会
長「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
皇
太
子
殿
下
御
会
釈 

要
旨

 （
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日
十
五
時
三
十
分
～
三
十
五
分　

於 

東
宮
御
所
）

　

皇
太
子
殿
下『
ご
苦
労
様
で
す
』

　

櫻
井
会
長　
「
京
都
府
、京
都
府
神
道
青
年
会
、十
四
名
で
参
り
ま
し
た
。」

　

皇
太
子
殿
下『
神
道
青
年
会
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
』

　

櫻
井
会
長　
「
京
都
府
内
の
各
神
社
か
ら
青
年
神
職
が
集
ま
り
、子
供
た
ち

　
　
　
　
　
　

  

に
向
け
た
活
動
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。」   

  　

皇
太
子
殿
下『
子
供
た
ち
に
で
す
か
。』

　

櫻
井
会
長　
「
は
い
。」

　

皇
太
子
殿
下『
み
な
さ
ま
お
元
気
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。』

　

櫻
井
会
長　
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

− 18 −

平成２９年６月３０日 京都府神道青年会会報 第１３３号



　

当
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業「
東
日

本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
」が
平
成
二
十
九

年
五
月
二
十
二
日
か
ら
五
月
二
十
四
日
の
三

日
間
、櫻
井
宣
人
会
長
を
始
め
、会
員
十
五
名

参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
た
。

　

今
回
の
活
動
内
容
は
、宮
城
県
石
巻
市
に

鎮
座
す
る
作
田
島
船
魂
稲
荷
神
社
の「
社
殿

復
興
奉
告
祭
斎
行
」、「
現
地
視
察
」、「
宮
城
県

神
道
青
年
協
議
会
と
の
交
流
会
」で
あ
り
、社

殿
復
興
奉
告
祭
は
五
月
二
十
三
日
午
後
一
時

よ
り
現
地
で
斎
行
さ
れ
た
。

　

所
役
は
、斎
主
に
前
神
道
青
年
全
国
協
議

会
役
員
で
同
市
に
鎮
座
す
る
鳥
屋
神
社
禰
宜

の
櫻
谷
賢
一
氏
、祭
員
を
当
会
の
六
人
部
副
会
長
、林
秀
明
会
員
が
務
め
、ま
た

伶
人
を
杉
田
潤
会
員
、舞
人
を
河
谷
真
里
会
員
、典
儀
を
松
大
路
副
会
長
が
務

め
た
。

　

祭
典
後
、懇
談
会
と
し
て
神
社
世
話
人
の
方
か
ら
東
日
本
大
震
災
当
時
の
こ

と
な
ど
壮
絶
な
、ま
た
貴
重
な
体
験
談
を
拝
聴
し
た
が
、参
列
し
た
会
員
は
祭

典
終
了
後
の
安
堵
の
気
持
ち
を
切
り
替
え
、真
剣
な
面
持
ち
で
語
ら
れ
る
話
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。懇
談
会
後
の
現
地
視
察
で
は
、京
都
神
青
会
員
に
て
日
和

山
公
園
に
登
り
、高
台
か
ら
社

殿
が
復
興
し
た
中
州
を
眺
め

る
な
ど
し
、翌
日
に
は
、航
空
自

衛
隊
松
島
基
地
、女
川
町
、名

取
市
閖
上
地
区
な
ど
の
復
興

状
況
を
視
察
し
会
員
各
々
が

研
鑽
を
積
ん
だ
。

　

約
四
年
前
、鳥
屋
神
社
・
櫻

谷
祢
冝
と
稲
本
高
続
相
談
役

の
神
青
協
役
員
時
代
の
ご
縁
に

よ
り
交
わ
さ
れ
た
会
話
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、そ
の
後
、平
成
二
十
七
年

五
月
、二
十
八
年
五
月
の
二
度
に
亘
る
視
察
、本
年
四
月
の
社
殿
ほ
か
寄
贈
品

の
輸
送
を
経
て
、五
月
二
十
三
日
奉
告
祭
を
迎
え
た
。

　

そ
の
間
、多
く
の
方
々
に
ご
助
言
、ご
協
力
を
賜
り
、当
会
O
B
諸
先
輩
、協

賛
業
者
の
皆
様
に
は
、総
額
百
九
十
四
万
円

に
も
の
ぼ
る
多
額
の
ご
協
賛
を
戴
い
た
。こ
の

こ
と
に
よ
り
当
初
予
定
し
て
い
た
以
上
の
、世

話
人
の
方
々
が
熱
望
さ
れ
て
い
た
形
に
近
い

支
援
を
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

世
話
人
の
方
々
の
、本
当
に
嬉
し
そ
う
な
笑

顔
、「
こ
の
お
社
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。」と
熱
く

言
っ
て
い
た
だ
い
た
表
情
、震
災
当
時
の
様
子

を
懸
命
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
お
姿
を
忘
れ
ず

今
後
も
当
会
に
出
来
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
。

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

  
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

  
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動
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し
か
し
一
方
で
課
題
も
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
方
が
大
変
で
あ
ろ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
六
年
二
ヶ
月
が
経
っ
た
。少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
復

興
に
向
か
っ
て
着
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
所
も
あ
れ
ば
、ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
の
所
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
よ
り
も
、現
地

で
実
際
に
見
聞
き
す
る
こ
と
で
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
多
い
。風
化
さ

せ
て
は
い
け
な
い
。灯
を
消
し
て
は
な
ら
な
い
。地
元
の
方
々
に
と
っ
て
一
日
で
も

早
く
よ
り
良
い
復
興
、そ
し
て
発
展
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

　

文
末
に
あ
た
り
今
一
度
、こ
の
事
業
に
携
わ
っ
て
戴
い
た
関
係
各
位
に
重
ね
て

厚
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
向
日
神
社　

六
人
部　

是
充
）

京
都
府
神
道
青
年
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動 

寄
贈
品
・
寄
贈
者
一
覧

寄
贈
品

社
殿
修
理

社
殿
調
度
品（
厚
畳
、御
錠
等
）

鳥
居

眷
属
石
像

テ
ン
ト

社
殿

覆
屋

太
鼓
、太
鼓
台

法
被

テ
ン
ト

社
殿
・
鳥
居
・
眷
属
輸
送
費

社
殿
等
設
置
工
事
費

㈲
匠
弘
堂 

様

㈲
岡
本
装
束
店 

様

㈲
長
谷
川
工
務
店 

様

お
茶
屋
ま
ん 

上
柳
満
彩
美 

様

京
都
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

様

京
都
府
神
道
青
年
会

京
都
府
神
道
青
年
会

京
都
府
神
道
青
年
会

京
都
府
神
道
青
年
会

京
都
府
神
道
青
年
会

京
都
府
神
道
青
年
会

京
都
府
神
道
青
年
会

一
式

一
式

一
基

一
対

一
式

一
棟

一
棟

一
式

二
十
着

一
式

一
式

一
式

数
量

寄
贈
者

京
都
府
神
道
青
年
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

　東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
活
動

作
田
島
船
魂
稲
荷
神
社

　社
殿
復
興
奉
告
祭

一
、
日

　時

　
　平
成
二
十
九
年
五
月
二
十
三
日
（
火
）

　午
後
一
時

一
、
祭

　場

　
　作
田
島
船
魂
稲
荷
神
社

　
　鎮
座
地…

宮
城
県
石
巻
市
中
瀬
四―

一
〇

一
、
次

　第時
刻
斎
主
以
下
祭
員
参
進

　
　
　
　
　
　
　
　奏
楽

是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り

斎
主
以
下
祭
員
所
定
の
座
に
著
く

　

先
ず
修
祓

次
に
斎
主
一
拝

次
に
神
饌
を
供
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　奏
楽

次
に
斎
主
祝
詞
を
奏
す

次
に
神
楽
を
奏
す

次
に
斎
主
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

次
に
参
列
者
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

　
　
　
　
　奏
楽

次
に
神
饌
を
撤
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　奏
楽

次
に
斎
主
一
拝

次
に
退
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　奏
楽

一
、
玉
串
奉
奠
者

作
田
島
船
魂
稲
荷
神
社
世
話
人

佐
々
木

　
　
　博

　様

京
都
府
神
道
青
年
会

　

   

会
長 

櫻

井

宣

人

　

　仝

　創
立
六
十
五
周
年

　
　記
念
事
業
実
行
委
員
長 

中

　川

　正

　盛

　
　

京
都
東
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

竹

　内

　幸

　平

　様

有
限
会
社
匠
弘
堂
代
表
取
締
役

横

　川

　総
一
郎

　様

鳥

　屋

　神

　社

　宮

　司 

櫻

谷

　
隆

様

宮
城
県
神
道
青
年
協
議
会
監
事

櫻

　谷

　靖

　雄

　様

一
、
祭
典
奉
仕
者

斎
主

鳥
屋
神
社
禰
宜

櫻

谷

賢

一

祭
員

京
都
府
神
道
青
年
会

六
人
部

　是

　充
（
向
日
神
社
）

　
　

祭
員

京
都
府
神
道
青
年
会

林

　
　
　秀

　明
（
石
清
水
八
幡
宮
）

伶
人

京
都
府
神
道
青
年
会

杉

　田

　
　
　潤
（
安
井
金
比
羅
宮
）

舞
人

京
都
府
神
道
青
年
会

河

　谷

　真

　里
（
石
清
水
八
幡
宮
）

典
儀

京
都
府
神
道
青
年
会

松
大
路

　和

　弘
（
北
野
天
満
宮
）

一
、
参
列
者

　二
十
四
名
（
奉
仕
員
除
く
）

世  

話  

人

　
　六
名

来

　
　賓

　
　五
名

宮
城
神
青

　
　三
名

京
都
神
青

　
　十
名

  ※

直
会
後
、
世
話
人
の
方
々
に
震
災
当
時
の
様
子
を
お
話
い
た
だ
き
な
が
ら
懇
談
会
を
開
催
。

  ※

そ
の
後
、
京
都
神
青
会
員
に
て
日
和
山
公
園
か
ら
中
州
お
よ
び
石
巻
市
内
の
様
子
を
視
察
。

　

し
ょ
う
こ
う
ど
う
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爽
や
か
な
陽
気
か
ら
汗
ば
む
夏
へ
と
移

り
ゆ
く
五
月
三
十
日
、ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
河
原

町
店
に
て
当
会
創
立
六
十
五
周
年
記
念
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
が
親
睦
委
員
会
主
催
に
て

開
催
さ
れ
た
。

　

本
年
は
当
会
会
員
や
ご
家
族
、巫
女（
事

務
員
）の
方
々
あ
わ
せ
て
六
十
一
名
の
参
加

を
頂
き
、櫻
井
会
長
の
始
球
式
で
幕
を
開
け

た
。ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら
の
繁
忙
期

に
溜
め
込
ん
だ
ス
ト
レ
ス
を
ピ
ン
に
ぶ
つ
け

る
会
員
、か
た
や
投
球
の
順
番
を
忘
れ
る
ほ

ど
話
し
に
花
が
咲
い
て
い
る
参
加
者
た
ち
は
大
変
楽
し
げ
で
あ
っ
た
。

　

二
ゲ
ー
ム
を
終
え
た
後
は
会
場
を「
が
ん
こ
三
条
本
店
」に
移
し
て
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。

　

櫻
井
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、中
川
実
行
委
員
長
の
乾
杯
の
発
声
で
宴
は
和
や

か
に
始
ま
っ
た
。続
い
て
頬
が
赤
ら
む
頃
、親
睦
委
員
か
ら
お
待
ち
か
ね
の
結
果

発
表
が
あ
っ
た
。

　

男
子　

一
位　

藤
井　

一
徳
君（
城
南
宮
）

　

女
子　

一
位　

井
上
奈
々
穂
さ
ん（
平
安
神
宮
）　

　

一
位
の
二
人
に
は
会
長
か
ら
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
贈
呈
さ
れ
、全
員
で
そ
の
栄
誉
を

称
え
た
。

　

男
女
そ
れ
ぞ
れ
上
位
三
名
と
、六
五
周
年
に
ち
な
み
男
子
六
位
と
女
子
五
位

の
成
績
優
秀
者
に
も
超
豪
華
景
品
が
手
渡
さ
れ
、狂
喜
乱
舞
の
猛
者
は
美
酒
に

酔
い
し
れ
た
。

　

入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
、お
社
の
枠
を
超
え
て
親
交
を
深
め
合
っ
た
懇
親

会
は
、中
田
副
会
長
の
中
締
め
の
挨
拶
で
も
興
奮
冷
め
や
ら
ず
、六
人
部
副
会

長
に
よ
る
恒
例「
六
人
部
締
め
」を
以
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

（
賀
茂
御
祖
神
社　

田
中　

明
仁
）

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業  

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業  

親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

− 21 −

第１３３号 京都府神道青年会会報 平成２９年６月３０日



　

平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
日
、恒
例
の「
神
職
さ
ん
と
い
く
伊
勢
参
宮
」（
京

都
府
神
社
庁
主
催
、当
会
共
催
）が
開
催
さ
れ
、学
生
五
十
一
名
が
参
加
し
た
。

　

当
会
か
ら
は
松
大
路
・
中
田
両
副
会
長
、田
中
渉
外
委
員
長
の
三
名
が
参
加

し
た
。

　

当
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
京
都
駅
団
体
バ
ス
乗
り
場
に
て
受
付
を
開
始
。神

社
庁
教
化
委
員
会
の
松
井
氏
が
受
付
を
担
当
さ
れ
、そ
の
手
伝
い
を
し
て
い
る

と
、鼻
を
か
み
な
が
ら
か
細
い
声
で「
○
○
○
○
で
す
。」と
名
乗
る
絵
に
描
い
た

よ
う
な
真
面
目
タ
イ
プ
の
男
子
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
頬
張
り
な
が
ら
話
し
か
け

て
く
る
ば
っ
ち
り
メ
イ
ク
の
女
子
、人
目
を
気
に
せ
ず
手
を
繋
ぎ
な
が
ら
や
っ
て

く
る
カ
ッ
プ
ル
二
組
…
。勿
論
き
ち
ん
と
と

い
う
か
、普
通
に
受
付
を
済
ま
せ
る
学
生
も

い
た
が
、そ
も
そ
も
本
当
に
お
伊
勢
さ
ん
に

興
味
が
あ
る
の
か
、「
豚
捨
」の
コ
ロ
ッ
ケ
に

し
か
興
味
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
と
疑
問

を
抱
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

外
宮
の
参
拝
、昼
食
を
す
ま
せ
、内
宮
で

は
宇
治
橋
前
か
ら
あ
の「
ブ
ラ
タ
モ
リ
」（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
）で
タ
モ
リ
さ
ん
を
ご
案
内
さ
れ
た
神

宮
権
禰
宜 

石
垣
仁
久
広
報
課
長
が
大
変
わ

か
り
や
す
く
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
ご
案
内

し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

神
宮
の
年
間
参
拝
者
数
は
約
八
百
六
十
万
人
。そ
の
数
は
京
都
府
民
の
七
倍

の
人
数
で
あ
り
、す
な
わ
ち
京
都
府
民
全
員
が
一
年
間
に
七
回
訪
れ
る
数
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
。二
十
年
毎
に
架
け
替
え
を
行
う
が
、そ
れ
ほ
ど
多
く
の
参
拝
者

が
必
ず
宇
治
橋
を
渡
る
た
め
、二
十
年
間
で
橋
の
表
面（
踏
み
板
）部
分
が
最
大

十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
も
す
り
減
っ
て
し
ま
う
こ
と
。ま
た
、「
五
十
鈴
川
」の
名
前

の
由
来
は
、古
代
の
日
本
人
に
は
こ
の
川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
が
、「
い
す
す
、い
す

す
」と
聞
こ
え
た
こ
と
に
由
来
し
た
説
と
、「
い（
接
頭
語
）」と「
す
す
ぐ（
漱

ぐ
）」と
い
う
説
が
あ
る
が
、「
せ
せ
ら
ぎ
の
音
説
」の
方
が
古
代
の
人
の
ロ
マ
ン
に

触
れ
ら
れ
て
よ
り
適
切
で
は
な
い
か
、と
い
う
こ
と
等
々
神
職
で
あ
る
我
々
も

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

　

内
宮
で
は
御
垣
内
参
拝
の
後
に
、古
殿
地
を
特
別
に
ご
案
内
い
た
だ
い
た
。

古
殿
地
か
ら
荒
祭
宮
に
移
ろ
う
と
し
た
そ
の
瞬
間
、暖
か
な
一
陣
の
風
が
我
々

を
包
ん
で
い
く
と
い
う
出
来
事
が
起
き
た
。そ
こ
に
い
る
誰
も
が
天
照
皇
大
神

様
の
大
稜
威
を
共
感
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。風
は
太
陽
の
力
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
言

わ
れ
て
い
る（
太
陽
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
球
の
表
面
に
当
た
る
温
度
差
に
よ

り
風
が
生
ま
れ
る
）。振
り
返
れ
ば
平
成
二
十
五
年
十
月
の
内
宮
遷
御
の
儀
の

折
、正
に
遷
御
さ
れ
る
直
前
の
浄
闇
の
中
を
一
度
だ
け
強
風
が
吹
き
抜
け
、頭
上

の
木
々
を
揺
ら
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　

荒
祭
宮
を
参
拝
し
た
後
、神
楽
殿
に
て
御
神
楽
を
奉
納
。日
常
生
活
で
は
滅

多
に
正
座
を
し
な
い
で
あ
ろ
う
学
生
さ
ん
た
ち
が
、誰
一
人
足
を
く
ず
す
こ
と

な
く
正
座
し
続
け
て
い
た
。あ
の
鼻
か
み
男
子
も
、ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
女
子
も
、あ

の
カ
ッ
プ
ル
達
も
誰
も
が
、神
域
の
空
気
、そ
し
て
、あ
の「
風
」に
よ
っ
て
西
行
法

師
の
和
歌
の
境
地
に
至
っ
た
時
間
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。（
コ
ロ
ッ
ケ
し
か
と
思
っ

て
ご
め
ん
な
さ
い
）御
神
楽
を
終
え
、も
ち
ろ
ん
誰
も
が
足
が
痺
れ
て
立
つ
こ
と

神
職
さ
ん
と
い
く
伊
勢
参
宮
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は
で
き
な
か
っ
た
が
、一
人
の
女
子
が「
足
の
痺
れ
を
我
慢
で
き
た
か
ら
お
願
い

ご
と
が
叶
う
気
が
す
る
よ
～
」と
口
に
し
て
い
た
の
を
聞
き
、今
後
も
こ
の
活
動

は
続
け
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
。

　

そ
し
て
、参
拝
後
に
松
大
路
副
会
長
と
床
机
に
腰
掛
け
て
食
べ
た「
豚
捨
」の

コ
ロ
ッ
ケ
は
格
別
だ
っ
た
。　　
　
　
　
　
　
（
賀
茂
御
祖
神
社　

中
田　

諭
）

　

伊
勢
の
地
に
於
い
て
、平
成
二
十
九
年
二
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
の
二

日
間
、神
道
青
年
全
国
協
議
会
次
世
代
委
員
会
主
催
に
よ
る「
巫
女
の
た
め
の

神
宮
研
修
会
」が
参
加
者
五
十
七
名（
巫
女
五
十
四
名
）の
も
と
開
催
さ
れ
、京

都
府
内
の
神
社
か
ら
は
四
名
の
巫
女
が
参
加

し
た
。

　

全
国
各
地
の
神
社
で
奉
仕
す
る
巫
女
は
社

頭
に
お
い
て
日
々
参
拝
者
と
応
対
す
る
機
会

は
多
く
、巫
女
が
果
た
す
役
割
は
こ
れ
か
ら

も
益
々
重
要
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
い

う
考
え
の
も
と
四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
本

研
究
会
に
お
い
て
は
、神
宮
神
職
に
よ
る
講
義

や
夜
間
の
特
別
参
拝
、懇
親
会
な
ど
が
行
わ

れ
、全
国
各
地
よ
り
参
加
し
た
巫
女
た
ち
が

各
々
親
睦
を
深
め
る
と
共
に
意
見
交
換
を
す

る
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

現
在
、神
職
を
対
象
と
し
た
研
修
会
は
数
多
く
あ
る
が
、巫
女
や
事
務
員
等

を
対
象
と
し
た
研
修
の
機
会
は
各
神
社
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
実
情

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、し
か
し
な
が
ら
、祭
典
奉
仕
を
始
め
、御
社
頭
に
お
い

て
参
拝
者
と
応
対
す
る
機
会
等
、実
情
を
見
る
限
り
で
は
、そ
の
知
識
や
見
識

は
、奉
仕
上
神
職
と
同
等
な
も
の
を
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
。今
後
、神

職
だ
け
で
は
な
く
、神
社
で
奉
仕
す
る
巫
女
や
事
務
員
等
を
対
象
と
し
た「
実

地
に
て
本
物
を
感
じ
と
り
本
物
を
学
び
得
る
研
修
」を
、継
続
性
を
持
ち
発
展

的
に
実
施
し
て
い
く
事
は
大
切
な
こ
と
で
あ
り
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
次
第
で

あ
る
。

  （
向
日
神
社　

六
人
部　

是
充
）

巫
女
の
た
め
の
神
宮
研
修
会

―

『
巫
女
と
し
て
の
仲
執
持
〜
真
の
心
を
次
の
世
代
へ
〜
』―

開
催
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